
英語学習者の移動表現のフレーム化に関する第二言語習得研究： 

日本語・中国語母語話者を対象に 

本研究は Talmy (2000 &b)による動詞枠付言語（日本語）母語話者と Slobin (2004)による 
equipollentlyframed language (中国語)母語話者が衛星枠付言語（英語）を学習する際に、(1)英 

語のフレーム化習得にどのような相違点と共通点があるか、(2)第二言語のフレームを習得す 

る際には L1 からどのような転移があるか、そしてこの転移は習得にどのような影響を及ぼ 

すかを調べることを目的とした。 

Talmy (2000 a&b)がフレーム化においての言語類型を述べて以来、その類型論はよく論じら 

れている(Slobin, 2004; Beavers, Levin & Tham, 2009 など)。Talmy の類型を第二言語習得に当て 

はめる研究は、Cadierno (2004)の全体的な研究や Inagaki (2002)の特定のポイントを調べる研 

究などがある。しかし、従来の第二言語習得研究では Slobin (2004)が述べた elanguage を研 

究対象としていない。さらに、現在の第二言語習得研究は以下の 3 点に関し、十分な考察が 

されていないと思われる：1)母語と学習している言語の類似表現からの転移、2)両言語の母 

語話者データとの比較、3)第二言語学習者の様態を表す動詞と直示動詞の利用。 

本研究では、英語母語話者、日本語母語話者、中国語母語話者のデータを分析し、英語学 

習者のデータとの比較を行った結果、elangauge が衛星枠付言語と明らかに異なること、そ 

して elanguage 母語話者の習得が動詞枠付言語母語話者より早いことが明らかになった。e 
language の習得がより早いのは母語においての様態を表す動詞の使用と動きの様態を表す比 

率からの転移によると考える。さらに、第二言語のフレーム化習得に関しては、学習暦より 

英語圏への滞在期間の方が影響力が強いことが分かった。この点は英語教育への示唆となる 

と考える。 
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